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【座間市のお知らせ】� №724 市の人口●129,225人�
世　帯　数●53,363世帯�
（平成16年10月１日現在）�

●市政功労者を表彰（2面）�
●みんなの健康（3面）�
●個人情報・情報公開2条例を改正（4・5面）�
●ざまインフォメーション（6・7面）�
●統計グラフコンクール入賞作品を発表（8面）�

11.15
広報�

古紙配合率100%再生�
紙を使用しています�

Trademark American Soybean Association�

大豆油インクを使用しています�

納 税 は お 早 め に !!
11月30日納期限は、固定資産税・都市計画税の第4期、国民健康保険税の第6期です。

認定商品名� 事業所名� 連絡先�
①大凧最中（もなか）�
②大凧煎餅（せんべい）�
③座間音頭（和菓子）�
④むかしむかし（和菓子）�
⑤凧サブレ（サブレ）�
⑥谷戸山公園ポテト（洋菓子）�
⑦純米吟醸いさま（日本酒）�
⑧本格焼酎ひまわり（焼酎）�
⑨Mr.ドン（ウインナーソーセージ）��
⑩石川のとん漬（豚ロースの味噌漬）�
⑪谷戸山公園石畳（生チョコレート）�
⑫座間ひまわり畑ひっきちゃん（洋菓子）�
⑬座間ひまわり畑ガイヤ（洋菓子）�
⑭座間ひまわり畑ひまどちゃん（洋菓子）�
⑮どんぶり豆腐（豆腐）�
⑯やまといも（芋）�

�菊芳堂�

矢澤商店�
�菊津喜�
�とよだや�

��ポエム�
�
�
県央小売酒販組合�
　座間支部�

�ミートショップニッパイ�
�肉の石川�
�

�エレファン�
�
�
	外狩豆腐店�
�JAさがみ座間営農センター�

�046（251）0139�
�046（251）1616�
�042（743）1990�
�046（251）3026�

�046（255）0330�
�

�046（251）0006�
（�熊切酒店）�

�046（255）5129�
�046（251）4129�
�

�046（253）1717�
�
�
�046（253）2684�
�046（251）0011

※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！�
※⑦⑧は、市内37カ所の酒販組合加盟店でも購入することができます。�
※⑯は、季節限定販売で数に限りがあります。�

特産品の取り扱いお問い合わせはこちら 

特産品に認定された商品には、
次のようなシールが張られてい
ます。目印にしてください。

座間市特産品認定シール

市
で
は
、
こ
の
た
び
特
産
品
等
認
定
協
議
会
を
設
置
し
て
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
十
六
品
目
の
商
品
を
市
の
特
産
品
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

確
か
な
技
術
と
商
品
に
対
す
る
愛
情
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
特
産
品
の
数
々
は
、
ど
れ

も
伝
統
や
風
土
に
ち
な
み
、
ふ
る
さ
と
を
思
わ
せ
る
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

生
産
者
た
ち
の
手
の
ぬ
く
も
り
が
い
っ
ぱ
い
の
座
間
市
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
特
産

品
。
皆
さ
ん
も
家
庭
で
楽
し
ん
だ
り
、
お
土
産
品
と
し
て
親
戚
や
友
人
な
ど
に

贈
っ
て
み
た
り
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
い
合
わ
せ
先

座
間
市
特
産
品
等
認
定
協
議
会
（
市
商
工
会
内
）

�
０
４
６
（
２
５
１
）
１
０
４
０

担
当
　
市
産
業
課
　
�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
６
０
４

�
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

①大凧最中

②大凧煎餅

③座間音頭

⑤凧サブレ

⑨ Mr.ドン

④むかしむかし

⑭座間ひまわり畑
ひまどちゃん ⑮どんぶり豆腐⑯やまといも

⑬座間ひまわり畑
ガイヤ

⑧本格焼酎ひまわり

⑫座間ひまわり畑
ひっきちゃん

⑪谷戸山公園石畳

⑦純米吟醸いさま

⑩石川のとん漬

⑥谷戸山公園ポテト
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◎
統
計
調
査
関
係

○
漆
原
尋
子
さ
ん
（
入
谷
三
丁

目
）

各
種
の
統
計
調
査
に
精
励
さ

れ
、統
計
行
政
の
推
進
に
寄
与
。

○
中
山
順
子
さ
ん
（
相
模
が
丘

六
丁
目
）

各
種
の
統
計
調
査
に
精
励
さ

れ
、統
計
行
政
の
推
進
に
寄
与
。

○
秋
元
昌
子
さ
ん
（
相
模
が
丘

五
丁
目
）

各
種
の
統
計
調
査
に
精
励
さ

れ
、
統
計
行
政
の
推
進
に
寄
与
。

◎
市
民
生
活
関
係

○
峰
尾
昌
子
さ
ん
（
南
栗
原
四

丁
目
）

幅
広
い
地
域
活
動
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
住

民
の
健
康
増
進
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
。

○
櫻
井
勇
さ
ん
（
相
模
が
丘
二

丁
目
）

幅
広
い
地
域
活
動
を
通
じ
て

住
民
の
福
祉
向
上
と
環
境
美
化

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
。

○
蛭
田
常
夫
さ
ん
（
相
模
が
丘

六
丁
目
）

幅
広
い
地
域
活
動
を
通
じ
て

住
民
の
福
祉
向
上
と
健
康
増
進

に
尽
力
さ
れ
、
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
。

○
鶴
田
守
治
さ
ん
（
緑
ケ
丘
三

丁
目
）

幅
広
い
地
域
活
動
を
通
じ
て

自
主
防
災
組
織
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄

与
。

○
（
故
）
天
野
國
弘
さ
ん
（
広

野
台
一
丁
目
）

幅
広
い
地
域
活
動
を
通
じ
て

子
ど
も
会
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
、地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
。

◎
福
祉
関
係

○
後
藤
大
二
郎
さ
ん
（
相
模
が

丘
五
丁
目
）

障
害
者
団
体
の
役
員
と
し
て

障
害
者
の
福
祉
増
進
に
尽
力
さ

れ
、地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
。

◎
保
健
医
療
関
係

○
飯
塚
昌
義
さ
ん
（
相
模
原
市

新
磯
野
一
丁
目
）

薬
剤
師
と
し
て
保
健
医
療
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
医
療
体
制
の

充
実
に
寄
与
。

○
尾
崎
正
俊
さ
ん
（
海
老
名
市

大
谷
）

歯
科
医
師
と
し
て
歯
科
衛
生

の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
、
学
校
保

健
の
充
実
に
寄
与
。

◎
都
市
環
境
関
係

○
和
田
宗
平
さ
ん
（
相
模
が
丘

四
丁
目
）

桜
並
木
の
保
存
と
と
も
に
地

域
緑
化
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、

都
市
環
境
の
向
上
に
寄
与
。

◎
教
育
文
化
関
係

○
久
保
智
恵
子
さ
ん
（
ひ
ば
り

が
丘
三
丁
目
）

地
域
で
の
読
書
普
及
と
と
も

に
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
、
社
会
教
育
の

向
上
に
寄
与
。

○
鈴
木
彰
さ
ん（
座
間
一
丁
目
）

児
童
の
稲
作
体
験
の
指
導
に

尽
力
さ
れ
、
学
校
教
育
の
向
上

に
寄
与
。

○
中
村
福
松
さ
ん
（
東
原
三
丁

目
）

青
少
年
指
導
員
と
し
て
青
少

年
の
育
成
お
よ
び
愛
護
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
寄
与
。

○

戸
孝
子
さ
ん
（
入
谷
一
丁

目
）

青
少
年
指
導
員
と
し
て
青
少

年
の
育
成
お
よ
び
愛
護
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
寄
与
。

○
中
村
文
雄
さ
ん
（
津
久
井
郡

相
模
湖
町
寸
沢
嵐
）

市
立
清
川
自
然
の
村
の
村
長

と
し
て
施
設
の
管
理
運
営
に
尽

力
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
寄
与
。

○
野
島
茂
さ
ん（
座
間
二
丁
目
）

文
化
協
会
の
役
員
と
し
て
多

彩
な
文
化
活
動
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
、
市
民
文
化
の
向
上
に
寄

与
。

◎
消
防
関
係

○
今
井
邦
子
さ
ん
（
立
野
台
二

丁
目
）

女
性
消
防
隊
隊
長
と
し
て
地

域
の
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
防
災
の
向
上
に
寄
与
。

◎
市
民
生
活
関
係

○
飯
沼
勇
さ
ん
（
相
模
が
丘
四

丁
目
）

交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与
。

○
齊
藤
信
雄
さ
ん
（
相
模
が
丘

六
丁
目
）

交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与
。

○
倉
林
利
榮
さ
ん
（
相
模
が
丘

四
丁
目
）

交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与
。

◎
教
育
文
化
関
係

○
（
故
）
冨
山
繁
人
さ
ん
（
立

野
台
三
丁
目
）

市
史
編
さ
ん
編
集
員
お
よ
び

同
調
査
員
と
し
て
市
史
の
編
さ

ん
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展

に
寄
与
。

◎
消
防
関
係

○
澤
田
善
光
さ
ん
（
入
谷
五
丁

目
）

消
防
団
活
動
を
通
じ
て
防
火

防
災
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与
。

◎
市
議
会
関
係

○

野
修
司
さ
ん
（
立
野
台
三

丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任

を
尽
く
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
。

○
木
村
功
さ
ん（
入
谷
四
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任

を
尽
く
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
。

○
関
伴
治
さ
ん（
座
間
一
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任

を
尽
く
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
。

○
宮
澤
邦
子
さ
ん
（
相
模
が
丘

三
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任

を
尽
く
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
。

◎
寄
附
行
為

○
吉
川
幸
子
さ
ん
（
立
野
台
二

丁
目
）

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
、
公
共
の
福
祉
へ
の
貢
献
や
文
化
の
振
興
な
ど
に

功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
二
十
八
氏
で
す
。

式
典
で
は
、
星
野
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
浄
財
な
ど
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
五
氏
に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

担
当

秘
書
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）７
５
４
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

社
会
福
祉
に
深
い
理
解
を
示

さ
れ
、
貴
重
な
浄
財
を
寄
附
。

○
會
澤
安
生
さ
ん
（
川
崎
市
麻

生
区
五
力
田
一
丁
目
）

○
上
原
熙
子
さ
ん
（
千
葉
県
佐

倉
市
宮
ノ
台
一
丁
目
）

○
三
神
恵
子
さ
ん
（
立
野
台
一

丁
目
）

社
会
福
祉
に
深
い
理
解
を
示

さ
れ
、
貴
重
な
土
地
と
建
物
を

寄
附
。

○
（
故
）
飯
島
ギ
ン
さ
ん
（
入

谷
五
丁
目
）

地
域
自
治
に
深
い
理
解
を
示

さ
れ
、
貴
重
な
土
地
を
寄
附
。

市議会では、第１回臨時会において「キャ
ンプ座間への米陸軍第１軍団司令部等の移転
に反対する決議」を全会一致で可決しました。
この決議を基に、10月22日に曽根市議会議

長が外務省および防衛庁に、10月26日には同
議長および木村副議長が在日米陸軍司令部
に、それぞれ決議文を直接提出し、移転の反
対について強く要請しました。
担当 議会事務局

�046（252）8872 �046（252）8557

市議会�
「米陸軍第１軍団移転反対」を�
　　　　　　　　　　強く要請�

市議会�
「米陸軍第１軍団移転反対」を�
　　　　　　　　　　強く要請�

市議会�
「米陸軍第１軍団移転反対」を�
　　　　　　　　　　強く要請�

去
る
十
月
一
日
か
ら
三
日
ま

で
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間

（
市
民
文
化
会
館
）
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
お
い
て
「
市
青
少
年
創
意

く
ふ
う
展
覧
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
工
夫
を
凝
ら
し

て
作
成
し
た
百
七
作
品
を
観
覧

す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
多
く
の
方
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

十
月
三
日
に
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
応
募
総
数
百
八
十
二

点
の
中
か
ら
、
次
の
皆
さ
ん
の

作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
市
長
賞
＝
沼
u
怜
奈
（
中
原

小
六
年
）「
多
機
能
ラ
ン
ド
リ

ー
バ
ッ
グ
」
▽
市
教
育
長
賞
＝

杉
山
道
（
栗
原
中
二
年
）「
プ

ラ
圧
縮
資
源
分
別
収
集
箱
」
▽

市
商
工
会
長
賞
＝
森
脇
健
太

（
入
谷
小
三
年
）「
か
さ
の
リ
サ

イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
」
▽
工
業
会

長
賞
＝
岩
堀
慧
太（
西
中
一
年
）

「
湿
度
で
わ
か
る
お
天
気
さ

ん
！
」
▽
企
業
賞
＝
杉
山
光

（
中
原
小
五
年
）「
入
院
便
利
グ

ッ
ズ

こ
り
ゃ
便
利
だ
輪
（
わ
）

ー
」
▽
優
良
賞
＝
榊
原
絢
子

（
相
武
台
東
小
四
年
）、

山
徹

（
ひ
ば
り
が
丘
小
一
年
）、
今
村

倫
太
郎
（
ひ
ば
り
が
丘
小
三

年
）、
荒
井
利
仁
（
東
原
小
五

年
）、
青
木
梨
恵
（
西
中
一
年
）

担
当
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業
課
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特別賞を受賞した皆さん

工
夫
を
凝
ら
し
た
入
賞
作
品
決
ま
る 

一
般
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自
治
功
労
表
彰�

感
謝
状
贈
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文
化
の
日

文
化
の
日�
文
化
の
日�

市
政
功
労
者
を
表
彰

市
政
功
労
者
を
表
彰�

28
氏
が
栄
誉
に

氏
が
栄
誉
に�
市
政
功
労
者
を
表
彰�

28
氏
が
栄
誉
に�
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担当　市民健康課　 保健係�046（252）7225　 予防・医療係�046（252）7213　 リハビリ係�046（252）7317�046（252）7043保� 予� リ�

▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳
６カ月未満（なるべく18カ月までに）※指定日厳守

▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳
未満（なるべく１歳までに）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧ
を接種し、陽性の場合は再検査します。

▽とき＝12月９日（木）午前９時30分～９時45分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着30人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ▽申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

予ポリオ（急性灰白髄炎）
▽とき＝12月３日（金）午前９
時～正午▽ところ＝市民健康セ
ンター▽内容＝乳幼児期の運動
発達面での心配についての理学
療法士による相談▽対象＝生後
４カ月～１歳６カ月児▽申込方
法＝電話予約

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝12月14日（火）午前10時
～10時45分、午前10時45分～11時
30分▽ところ＝市役所１階市民健
康課▽内容＝食事療法や健康全般
についての栄養士・保健師による
相談▽持ち物＝健康手帳（お持ち
でない方には当日発行）▽申込方
法＝電話予約

▽実施期間＝いずれも11月30日（火）まで▽内容＝◆
基本健康診査＝既に申し込まれた方で診査用書類をお
持ちの方は、指定医療機関で忘れずに受診してくださ
い。◆子宮がん施設検診＝30歳以上の方で検診をご希
望の方は、協力医療機関に申し出て受診してください。

対　象�
と　　き�

３月生まれ�
１・２月生まれ�
３・７月生まれ�
11・12月生まれ�

　　　　　　　11月15日（月）�
11月18日（木）�
11月19日（金）�
11月17日（水）�

１日～15日生まれ�16日～末日生まれ�

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間�
◆休日昼間�
診療科目� 電話番号� 診療場所�
小児科�
内　科�
歯　科�

耳鼻咽喉科�
外科・婦人科・眼科�

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）�
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分�

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分�
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分�
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５２）８２１７�
�０４２（７５６）９０００�
�０４６（２５１）０１１９�

◆夜　間�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 受付時間�

受付時間�

小児科�
内　科�
外　科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分�
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分�

午後６時～10時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５１）０１１９�

◆深　夜�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 診療時間�

小児科�

内科・外科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ�
さい。� 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時）�

午後10時～翌朝午前８時�

�０４６（２５５）９９３３�

�０４６（２５１）０１１９�
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３�

予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ

対　象�
と　き�

６月１日～15日生まれ�
６月16日～末日生まれ�

ツベルクリン�
 11月22日（月）�
 11月30日（火）�

ＢＣＧ�
   11月24日（水）�
   12月２日（木）�

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保育児相談
と　き� ところ� 受付時間�

11月19日（金）�

11月26日（金）�

午前９時30分�
　～10時30分�

市民健康センター�

�北地区文化センター�

リ発達相談

保健康相談
と　き� ところ� 受付時間�

11月29日（月）�

12月１日（水）�

午前９時30分�
　　　　～10時30分�

市民健康センター�

東地区文化センター�

保個別健康相談

保基本健康診査・子宮がん施設検診

健康なまちづくり�
コーナー�

健康なまちづくり�
コーナー�

○と　き　12月７日（火）午後１時30分～３時
○ところ　市民健康センター
○内　容　簡単な体操による消費カロリーと体脂肪
との関係から、自分に合った運動計画を立てる

○講　師　健康運動指導士
○対　象　40歳以上
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、健康手帳（お持ちでない方に
は当日発行します）、電卓

○申込方法　12月６日（月）までに電話で担当へ
担当 市民健康課

�046（252）7225 �046（252）7043

スカイアリーナ座間（市民体育館）トレーニン
グ室は、有酸素運動器具の入れ替えや筋力トレー
ニング器具を新たに追加し、リニューアルしまし
た。
トレーニング室では、「日ごろの運動不足を解

消したい」「レベルアップのためパワーアップを
したい」「持久力や心肺機能を高めたい」など、
それぞれの目的に合わせ、体力測定や健康運動相
談など、専門の指導者が親切・丁寧に助言します。
また、ストレッチやフィットネスなどのミニ教室
も好評です。
なお、トレーニング室を利用するには、初めに

登録講習会を受講する必要があります（下記参
照）｡
○利用時間　午前９時～正午、午後１時～５時、
午後６時～９時

○料　金　300円
※ご利用の際には、必ず室内用運動靴をご持参く
ださい。また、ロッカールーム（100円：返却式）
やシャワー室も完備しています。
★登録講習会
定員10人　要予約　約60分
初めて利用する方に、トレーニング室の利用方

法や機器の使用方法などを説明します。
★体力測定
定員２人　要予約　約60分
体力測定、体型チェック、食事調査をし、測定

後カウンセリングを実施します。

★健康運動相談
定員１人　要予約　約60分
２カ月以内に体力測定を受けた方に、専門の指導

者が個々の特性に合ったトレーニング内容を作成し
ます。
★ミニ教室
いずれも予約の必要はありません。

◇バランスボール・バランスディスク教室　30分
ボール・ディスクを使い、腰痛予防や全身のバラ
ンス力を向上。

◇フィットネス教室　45分
フィットネス器具を使い、全身をシェイプアップ。

◇青竹エクササイズ教室　30分
青竹を使って足のツボを刺激し、心身をリフレッ
シュ。

◇ストレッチ教室　30分
体を大きく伸ばし、心身共にリラクセーション。

◇ショートレッスン15 15分
エクササイズ、ボール・ディスク、ストレッチな
ど、15分間の教室を随時開催。

※詳しくは、担当にお問い合わせください。
担当 市民体育館

�046（255）0077 �046（255）1188

トレーニング室で体力・健康づくり�

スカイアリーナ座間 スカイアリーナ座間 スカイアリーナ座間 

やさしい体操教室 やさしい体操教室 やさしい体操教室 

10月23日に発生した新潟県中越地震の災害支援
を目的に、12月28日（火）まで災害義援金の受付
窓口を市役所および出張所、公民館に開設してい
ます。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通

じて被災地に寄付します。
○受付期間　12月28日（火）までの午前８時30分
～午後５時（土曜・日曜日、祝日を除く。ただ
し、公民館は土曜・日曜日の受け付けあり）

○受付窓口　市役所１階社会福祉課、出張所（４
カ所）、公民館（市公民館、北地区文化センタ
ー、東地区文化センター）

【義援金の状況】
お寄せいただいた義援金の状況は次のとおりです。

◆義援金累計額（11月７日現在）1,079,211円
担当 社会福祉課

�046（252）7122 �046（256）3600

市では10月26日、被災地に次の救援物資を搬送
しました。また、人的支援として防災課職員２人、
消防職員９人を派遣したほか、被災建築物応急危
険度判定のために職員２人を派遣しました。
保存食品（おかゆ缶）＝1,000缶（250グラム入り）、
飲料水（パック詰め）＝3,600袋（１リットル入
り）、毛布＝1,500枚、バケツ＝360個、トイレッ
トペーパー＝3,000ロール、紙おむつ＝大人用
2,000枚・小児用3,000枚、防水シート＝1,000枚、
敷きシート＝960枚
※上記の救援物資は、新潟県災害対策本部の指示
により、新潟県庁経由で柏崎市に搬送しました。
担当 防災課

�046（252）7395 �046（252）7773

義援金受け付けのお知らせ

救援物資などの支援状況

新潟県中越地震�新潟県中越地震�
～災害義援金の受け付けおよび救援物資などの支援状況�～災害義援金の受け付けおよび救援物資などの支援状況�
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改
正
し
た
個
人
情
報
保
護
条

例
に
は
、
市
は
も
と
よ
り
事
業

者
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を

認
識
し
、
一
層
の
意
識
の
高

揚
・
醸
成
を
図
る
た
め
、
市
の

実
施
機
関
、
事
業
者
、
市
民
そ

れ
ぞ
れ
の
責
務
を
規
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
従
来
の
開
示
・
訂
正

の
請
求
権
に
加
え
て
、
条
例
に

違
反
す
る
個
人
情
報
の
取
扱
い

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
個
人

情
報
の
利
用
停
止
や
消
去
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
停
止

の
請
求
権
を
、
新
た
に
制
度
化

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
今
の
高
度
情
報

化
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

義
務
違
反
を
犯
し
た
場
合
は
、

市
民
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る

危
険
性
が
非
常
に
高
い
た
め
、

職
員
お
よ
び
受
託
事
業
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
義
務
規
定
を
設

け
、
そ
の
違
反
に
対
す
る
罰
則

の
規
定
を
創
設
し
ま
し
た
。
対

象
と
な
る
職
員
は
、
一
般
職
の

職
員
は
も
と
よ
り
、
個
人
情
報

に
接
す
る
頻
度
を
考
慮
し
て
特

別
職
の
う
ち
の
市
長
、
助
役
、

収
入
役
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
改
正
で
指
定

管
理
者
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
市
が
設
置
し
た
公

の
施
設
の
管
理
業
務
を
、
民
間

事
業
者
を
含
め
た
団
体
に
委
託

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
も

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
・

維
持
管
理
、
守
秘
義
務
な
ど
を

規
定
し
、
違
反
し
た
場
合
は
罰

則
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

委
託
業
務
の
受
託
者
に
つ
い

て
も
、
指
定
管
理
者
同
様
に
義

務
規
定
を
設
け
、
こ
れ
に
違
反

し
た
場
合
は
、
罰
則
の
対
象
と

し
て
個
人
情
報
保
護
の
実
効
性

を
担
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
は
、
受
託
業
務

の
従
業
者
や
指
定
管
理
者
の
従

業
者
が
、
条
例
違
反
行
為
を
行

っ
た
場
合
に
、
そ
の
法
人
な
ど

の
代
表
者
と
従
業
者
を
併
せ
て

罰
す
る
両
罰
規
定
、
市
外
に
お

い
て
条
例
違
反
行
為
が
さ
れ
た

場
合
に
、
市
域
を
越
え
て
条
例

の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
定
め
た

市
外
犯
に
つ
い
て
の
規
定
も
設

け
ま
し
た
。

情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改

正
に
伴
い
、
手
続
き
な
ど
の
整

合
性
を
図
る
改
正
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
情
報
公
開

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
な
ど

が
、
平
成
十
一
年
六
月
の
条
例

制
定
当
時
と
比
べ
て
著
し
く
変

個人情報保護に伴う取扱い体系図�

実施機関（市長、教育委員会など７機関）の責務�

個人情報の適正な取扱いの確保�
　１.個人情報取扱事務の登録、登録簿の閲覧�
　２.収集の制限�
　 ・利用目的の明確化、必要な範囲内での収集、適法かつ公正な手段での収集�
　 ・本人からの収集の原則�
　３.思想・信条などセンシティブ情報の取扱いの制限�
　４.収集した目的以外の利用および提供の制限�
　５.電子計算機などのオンライン結合による提供の制限�
　６.保有個人情報の提供を受ける者に対する措置要求�
　７.適正な維持管理�

指定管理者の指定および個人情報取扱事務の委託に伴う措置�
　・実施機関は指定管理者に公の施設の管理を行わせる場合において、必要な措
置を講ずる義務�

　・個人情報を取り扱う事務を実施機関以外のものに委託する契約をするときは、
当該契約において個人情報の適切な取扱いについて受託者が講ずべき措置
を明らかにする義務�

実施機関の職員の義務�
　職務上知り得た個人情報をみ
だりに他人に知らせ、または不
当な目的に使用してはならない。�

出資団体の責務�
　保有する個人情報の保護に必要
な措置を講じるものとする�

指定管理者・受託者の義務　
個人情報の適正な管理のため
に必要な措置を講じる義務�

従事者の義務�
　当該事務に関して知り得た個人情報を
みだりに他人に知らせ、または不当な目的
に使用してはならない。�

◇ 個人の秘密に属する事項が記録された個人情報を含む個人情報ファイルを正当な理由なく提供�
◇ 業務上知り得た個人情報を不正な利益を図る目的で提供または盗用�
◇ 職権を乱用し、その職務以外の用に供する目的で個人の秘密に属する事項が記録された個人情報を含む情報を収集�
◇ 個人情報保護審査会の委員または委員であった者がその職務上知り得た秘密を漏えい�
◇ 法人の代表者やその従業者、指定管理者やその従業者が、それらの業務に関して義務違反行為をしたときは、その行為者を罰するほか、
その法人・指定管理者などに対しても罰則を適用（両罰規定）�

◇ 市外においてこれらの罪を犯した者にも適用（市外犯の規定）�

開示、訂正および利用停止�

　１.開示請求に対する開示義務�

　２.訂正請求に対する訂正義務�

　３.利用停止請求に対する利用停
止義務�

　４.開示の請求などをしようとす
る者に対して情報の提供など
利便を考慮した措置を講ずる。�

　個人情報の保護の重要性を認識し、自己
の個人情報の適切な管理に努めるとともに
他人の個人情報の取扱いに当たっては、他
人の権利利益を侵害することのないよう努
めなければならない。�
��
◇開示請求権�
　自己の情報の開示を実施機関に請求する
権利�
��
◇訂正請求権�
　自己を本人とする保有個人情報に誤りが
あると考えられた場合に実施機関にその訂
正を請求する権利�
��
◇利用停止請求権�
　自己を本人とする保有個人情報の取扱い
が不適正であったと考えられた場合に、実施
機関にその利用停止、消去、提供の停止を請
求する権利�
��
��
　上記各請求に対する決定などに不服があ
る場合は、不服申し立て�

協力�
要請�

出資�
団体�

国
・
他
の
地
方
公
共
団
体�

指導・助言�

座間市個人情報保護審査会�

事業者の責務�

個人情報を取り扱う
事務の委託、指定管
理者による公の施設
の管理�

最高２年以下の
懲役または100
万円以下の罰金�

不服申し立て
などの調査、
諮問答申・建
議など�

１年以下の懲役ま
たは５０万円以下
の罰金�

最
高
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金�

�

（
実
施
機
関
の
職
員
の
う
ち
、
市
長
・
助
役�
�

　
　
　
　
　
　
　
・
収
入
役
以
外
の
特
別
職
を
除
く
）�

委員の義務�
 その職務上知り得た秘密
を漏らしてはならない。�

　個人情報の取扱いに伴
う個人の権利利益の侵害
の防止に関し必要な措置
を講ずるとともに、個人情
報の保護に関する市の施
策に協力する義務�

◇ 偽りその他不正な手段により、開示を
受けた者�

指定管理者・受託者�

罰
　
則�

過
　
料�

開示、訂正、�
利用停止請求�

開示、訂正、�
利用停止決定など�

苦情処理�

個人情報事務に
関する市の施策
への協力義務�

５
万
円
以
下
の
過
料�

市民の責務・権利�

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
情
報
公
開
を
積
極
的
に
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
目
的
規
定
に

「
市
民
の
知
る
権
利
」
を
明
記

し
た
上
で
、
請
求
権
者
の
範
囲

を
拡
大
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
市
内
在
住
・
在
勤
者
な
ど

に
加
え
て
、
利
害
関
係
者
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
を

「
行
政
情
報
の
公
開
を
必
要
と

す
る
理
由
を
明
示
す
る
も
の
」

に
改
め
、
請
求
権
者
の
範
囲
を

広
げ
ま
し
た
。
公
開
を
必
要
と

す
る
理
由
と
は
、
本
市
に
転
居

を
考
え
て
い
る
、
本
市
で
商

売
・
事
業
を
始
め
た
い
な
ど
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
座
間
市

民
以
外
で
あ
っ
て
も
、
公
開
の

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

市の西端、相模川からその河岸段丘に至る地域は、古くからの市街地と
して歴史・文化を持つとともに、水田や社寺林、湧

ゆう

水
すい

などが織り成す田園
風景が、市民の心のふるさととして親しまれています。
市では、この地域の自然環境を生かし、広域的な交通体系の整備計画を

見据えながら、商工業、農業、住宅が共存する複合的なまちづくりを目指
す座間西部地域整備構想を進めています。
第三次座間市総合計画後期基本計画において、重点的に取り組むべき計

画として位置付けられているこの構想を推進するため、関係機関との連携
を図り、市民の皆さんの理解と協力を得ながら、実現に向けて取り組んで
いるところです。現在は地元の農業関係者との懇談会を開催し、将来の農
業の在り方やまちづくりについて研究しています。

座間西部地域整備構想�座間西部地域整備構想�座間西部地域整備構想�
市西部の特色を市民の皆さんに知っ

ていただくため、西部地域で収穫した
新米を地元生産者（西部ふれあいファ
ーマーズ）の協力で販売します。
今年は好天が続いたため、おいしい

新米が収穫できました。この機会に、座
間の新米を食べてみてはいかがですか。
当日会場では、座間西部地域整備構

想について、パネルの展示などを行い
ます。
【販売案内】
○と　き　11月23日（火）午前10時～午後３時
○ところ　座架依橋近くの農地（上図参照）
○販売量　３キロ入りを限定100袋
担当　　　　　　　　　　　　　企画政策課 �046（252）8287 �046（255）3550

相模川� JR相模線�

座架依橋�

イベント開催地�

座架依橋入口�座架依橋際�

西中学校�

座間の新米を食べてみませんか？

個
人
情
報
保
護
条
例

の
主
な
改
正
点

情
報
公
開
条
例
の

主
な
改
正
点

 
守
り
ま
す
！
あ
な
た
の
情
報
情
報�

ご
覧
ご
覧
く
だ
さ
い
！
市
政
市
政
の
情
報
情
報�

 
守
り
ま
す
！
あ
な
た
の
情
報
情
報�

ご
覧
ご
覧
く
だ
さ
い
！
市
政
市
政
の
情
報
情
報�

 
守
り
ま
す
！
あ
な
た
の
情
報�

ご
覧
く
だ
さ
い
！
市
政
の
情
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個
人
情
報
・
情
報
公
開
２
条
例
を
改
正 

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
個
人
情
報
保
護
条
例
と
情
報
公
開
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
条
例
制
定
か
ら
約
五
年
が
経
過

し
た
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
個
人
情
報
の
利
用
が
著
し
く
拡

大
す
る
一
方
、
一
度
、
個
人
情
報
が
漏
え
い
・
流
失
な
ど
し
た
と
き
に
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
深
刻
な

事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
背
景
に
国
で
は
、
平
成
十
五
年
五
月
、「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
は
じ
め
と
し
て
個
人
情
報
保
護
の
関
連
五
法
を
公
布
し
、
二
年
以
内
に
施
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
条
例
改
正
は
、
法
律
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
個
人
情
報
の
保
護
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
の
作
業
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
情
報

公
開
条
例
に
つ
い
て
も
、
情
報
公
開
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民
の
知
る
権
利
を

保
障
し
、
市
政
運
営
の
透
明
性
を
一
層
進
め
る
た
め
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。
改
正
案
は
八
月
議
会
に
提
案
し
、

可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。
改
正
条
例
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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◆
実
施
機
関
＝
個
人
情
報
保

護
制
度
・
情
報
公
開
制
度

を
実
施
す
る
市
の
機
関
。

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委

員
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
、

議
会
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

◆
個
人
情
報
＝
個
人
に
関
す

る
情
報
で
あ
っ
て
、
特
定

の
個
人
が
識
別
さ
れ
、
ま

た
は
他
の
情
報
と
照
合
す

る
こ
と
で
特
定
の
個
人
が

識
別
さ
れ
る
も
の
。

◆
保
有
個
人
情
報
＝
実
施
機

関
の
職
員
が
職
務
上
作
成

し
、
ま
た
は
取
得
し
た
個

人
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該

実
施
機
関
の
職
員
が
組
織

的
に
利
用
し
、
保
有
し
て

い
る
も
の
。

◆
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
＝
保

有
個
人
情
報
を
含
む
情
報

の
集
合
物
で
、
一
定
の
事

務
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
特
定
の
保
有
個
人

情
報
を
電
子
計
算
機
を
用

い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構

成
し
た
も
の
（
電
算
処
理

フ
ァ
イ
ル
）。

前
記
の
ほ
か
、
一
定
の

事
務
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
そ
の
他
の
記
述
な
ど

に
よ
り
、
特
定
の
個
人
情

報
を
容
易
に
検
索
で
き
る

よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し

た
も
の
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
処

理
フ
ァ
イ
ル
）。

用
語
の
説
明

個
人
情
報
保
護
条
例
・
情
報

公
開
条
例
に
共
通
し
た
改
正
点

と
し
て
、
国
が
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
を

制
定
し
た
の
を
受
け
て
、
両
条

例
共
に
審
査
会
の
規
定
を
条
例

の
中
に
明
記
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
不
服
申
し
立
て
の
対

象
と
な
っ
た
行
政
情
報
な
ど
の

提
示
を
求
め
、
公
開
の
決
定
な

ど
の
判
断
が
妥
当
で
あ
っ
た

か
、
部
分
公
開
の
範
囲
が
適
当

か
な
ど
の
調
査
を
す
る
権
限
を

明
確
に
規
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

調
査
権
限
の
付
与
と
同
時
に
、

審
査
会
委
員
に
対
し
て
の
守
秘

義
務
を
規
定
し
、
こ
れ
に
違
反

し
た
場
合
の
罰
則
規
定
を
創
設

し
ま
し
た
。
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
共
に
同
様
の

規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
個
人
情
報
保
護
条
例

の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
特
に

こ
の
条
例
の
目
的
と
し
て
「
個

人
の
尊
厳
を
保
つ
上
で
個
人
情

報
の
保
護
が
重
要
で
あ
る
こ

と
」
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
市

民
一
人
一
人
が
持
つ
個
人
情
報

の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
他
人
の
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
他
人
の

権
利
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
自
ら
も
心
掛
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
一

人
一
人
の
責
務
を
規
定
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
市
の
実
施
機
関

の
責
務
、
事
業
者
の
責
務
を
定

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
適

正
な
個
人
情
報
の
管
理
・
取
扱

い
な
ど
に
努
め
、
基
本
的
人
権

の
擁
護
、
公
正
で
民
主
的
な
市

政
推
進
の
実
現
の
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

審査会委員にも�
罰則規定を創設�

審査会委員にも�
罰則規定を創設�

基本的人権の擁護みんなの手で 基本的人権の擁護みんなの手で 
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.724 平成16年（2004年）11月15日６

取り壊した家屋には、翌年度から
固定資産税・都市計画税が課税され
ません。まだ、滅失登記や市への届
け出をしていない方は、お早めに担
当にご連絡ください。
担当 資産税課
�046（252）8047 �046（255）3550

国民健康保険基本健康診査を実施
中です。健康状態の把握や病気の早
期発見のため、早めに申し込み受診
しましょう。
○対　象　４月１日現在で35～39歳
の座間市国民健康保険加入者

○受診期限　平成17年２月28日（月）
○受診料　2300円（別に300円が必
要な場合あり）

○申込方法　対象者に送付したお知
らせ往復はがきに必要事項を記入
の上、平成17年１月31日（月）ま
でに返信（必着）
※お知らせハガキが手元にない場
合は、担当にご連絡ください。

担当 国保年金課
�046（252）7672 �046（252）7043

本格的な冬がもうすぐやって来ま
す。寒い時期を迎えると、石油スト
ーブなどの暖房器具を使用する機会
が多くなります。皆さん！暖房器具
の手入れは万全ですか？火災を起こ
さないよう、暖房器具を使用する際
は、次の点に注意してください。
１　紙や衣類などの燃えやすい物を
近くに置いたり、ヘアスプレーな
ど引火の危険がある物を近くで使
ったりしないようにしましょう。

２　点火と消火を確認することを心
掛け、取扱説明書をよく読んで正
しく使いましょう。また、灯油は
火を消してから補給しましょう。

担当 消防本部予防課
�046（256）2213 �046（256）2215

本紙10月１日号６面「市民芸術祭
～展示部門」の日程の一部に誤りが
ありましたので、訂正してお詫びい
たします。
【絵画】
（正）11月28日は午後４時まで
（誤）11月27日は午後４時まで

【写真】
（正）11月28日は午後４時まで
（誤）11月29日は午後４時まで

担当 生涯学習課
�046（252）8476 �046（252）4311

大和税務署では、平成16年分の給
与所得に対する年末調整の仕方や法

定調書、給与支払報告書の書き方な
どの説明会を開催します。事業所な
どの源泉徴収事務担当者は、ぜひご
出席ください。
○と　き　11月26日（金）午後１時
30分～４時（午後１時～受け付け）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
詳しくは、大和税務署法人課税第

２部門�046（262）9422にお問い合わ
せください。
担当 市民税課
�046（252）8007 �046（255）3550

１月１日～10月31日
（物件事故を含まず）

○と　き　12月４日（土）①正午～
午後４時②午後１時～３時30分、
12月５日（日）①午前10時～午後
４時②午後１時～３時30分③午前
10時30分～正午

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）ギャラリー
○内　容　①市消費生活展実行委員
会と協力団体によるパネル展示や
実演コーナー、クイズ（参加者に
は粗品進呈）など②消費生活相談
③消費生活講座

○入　場　自由
担当 市民生活課
�046（252）8158 �046（255）3550

○と　き　12月６日（月）午前10時
～正午

○ところ　市役所５階第１会議室
○内　容　最近の食生活について
（食品の安全性）
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　40人（先着順）
○申込方法　12月１日（水）まで
に電話で担当へ

担当 市民生活課
�046（252）8158 �046（255）3550

○と　き　12月８日（水）午後２時
～３時30分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大会議室

○講　師　横浜弁護士会相模原支部
長・弁護士　齋藤佐知子さん

○定　員　60人（先着順）
○申込方法　電話またはファクスで
担当へ（保育希望者は11月24日
（水）までに申し込み）
担当 市民生活課
�046（252）8158 �046（255）3550

○と　き　11月19日（金）正午～午
後６時

○ところ　小田急線相武台前駅自由
通路

○内　容　解雇、退職、賃金不払い、
雇用契約をめぐるトラブルなどの
無料相談（秘密厳守）

○対　象　パート労働者、派遣・契
約社員など

○費　用　無料
○申込方法　当日直接会場へ
○問い合わせ先　県相模原商工セン
ター労働課�042（755）1121

担当 産業課
�046（252）7604 �046（255）3550

高齢者の入居を拒まない民間の賃
貸住宅（高齢者円滑入居賃貸住宅）
を紹介するほか、県内の高齢者向け
施設などの資料を用意しています。
お気軽にご相談ください（完全予約
制）。
○と　き　11月25日（木）午後１時
30分～３時30分

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）２階会議室

○費　用　無料
申し込みと問い合わせは、〒231-

0007横浜市中区弁天通３丁目共同ビ
ル２階（社）かながわ住まい・まち
づくり協会�045（664）6896 �045
（664）9359へ（電話は午前９時～午
後４時）｡
担当 高齢対策課
�046（252）7127 �046（252）8238

○と　き　12月18日（土）午後２時
～４時

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）２階大会議室
○講　師　東海大学医学部神経内科
学教室助教授（物忘れ外来担当）
吉井文均さん

○対　象　どなたでも
○定　員　60人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

担当 市社会福祉協議会
在宅介護支援センター

�046（266）2005 �046（266）2009

○と　き　12月１日（水）～24日
（金）の期間内で都合の良い三日
間（土曜･日曜日、祝日を除く）
午前９時～午後３時30分（水曜日
のみ午後２時30分まで）

○ところ　もくせい園

○内　容　知的障害者の作業の補助
や散歩の付き添いなど

○対　象　高校生以上
○定　員　１日当たり２人まで
○参加費　１日380円（昼食代）
○申込方法　11月26日（金）までに
電話で担当へ

担当 もくせい園
�046（253）0804 �046（254）7717

○と　き　11月25日（木）午後１時～
○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　活動発表「豊かな老後を
おくるために、もっと知ろうよ介
護サービス」、講演「心豊かに、
私らしく生きるために～地域の輪
を広げよう」

○対　象　どなたでも
○定　員　100人（先着順）
○申込方法　当日直接会場へ
担当 生涯学習課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　12月５日（日）午後１時
～３時

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　市内のアマチュア劇団に
よる幼児や児童向けの人形劇

○出　演　しゃぼん玉、うさぎ、ぽ
っぷこ～ん！、おもちゃ箱、ぱん
ぷきん

○入　場　自由
※満席の場合、入場を制限するこ
とがあります。

担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

○と　き　11月27日（土）午後２時
～４時30分（午後１時30分～受け
付け）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　中学生の主張作文コンク
ール入選者発表、善行ほう賞者表
彰、記念講演

担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

市では、障害者を対象としたスポ
ーツ教室を毎月１回開催していま
す。運動不足の解消や交流の場とし
て、参加してみてはいかがですか。
○と　き　12月15日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）３階大体育室

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※①傷害保険に加入していますが、
免責事項や保険の支払額を超える
場合は、自己負担となります。②

送迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　12月５日（日）午前10時
～午後３時30分

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○内　容　水野節彦さん（NHKラ
ジオ深夜便担当）の講演会「癒

い

や
しの心をあなたに」、コンサート、
ビデオ上映、模擬店、展示、作業
所物品販売など

○参加費　無料
※会場設営などの協力をしていただ
けるボランティアを募集していま
す。詳しくは担当にお問い合わせく
ださい。
担当 市障害者団体連合会

（市社会福祉協議会内）
�046（266）2001 �046（266）2009

◆ブックトークと楽しい工作
～ウルトラの本の紹介

○と　き　12月11日（土）午後２時～
○対　象　幼児～小学校低学年
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　のり、はさみ、クレヨン
○申込方法　12月５日（日）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆公民館開館５０周年記念コンサー
ト

○と　き　11月23日（火）午後１時
30分～３時

○内　容　津軽三味線と琴による演
奏会

○定　員　100人（先着順）
○入場料　無料
○申込方法　11月20日（土）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆古典芸能鑑賞講座
～能･狂言の楽しみ

○と　き　①12月４日②11日③18日
いずれも土曜日午後１時30分～３
時30分④平成17年１月８日（土）
午前11時30分～午後３時30分

○ところ　①～③北地区文化センタ
ー④国立能楽堂

○内　容　①能・狂言の歴史と演技
②能･狂言の役者と舞台③能・狂
言の作品と作者④国立能楽堂普及
公演鑑賞

○講　師　国士舘短期大学教授　表
きよしさん

○参加費　4000円程度（④の入場料、
昼食代）別途交通費負担あり

○対　象　市内在住･在勤者
○定　員　20人（先着順）
○申込方法　11月27日（土）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆北文コミュニティ講座
「日本の文化を考える
～年中行事と私たちのくらし」

○と　き　①12月９日②平成17年1
月13日③２月10日④３月10日いず
れも木曜日午前10時～正午

○ところ　相武台コミュニティセン
ター

○内　容　①暦のはなし②お正月の
こと③④節分とお節句のこと

○講　師　元相模女子大学教授　神
谷吉行さん
○参加費　無料

催     し�催     し�

○対　象　市内在住･在勤者
○定　員　30人（先着順）
○申込方法　11月27日（土）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆あすなろ大学公開講座６
○と　き　11月19日（金）午後１時
30分～

○内　容　あすなろ大学生による、
座間「八王子街道」の今・昔

○対　象　どなたでも
○定　員　100人（先着順）
○申込方法　当日直接会場へ
◆ひがし子ども映画会
○と　き　11月20日（土）午前10時
30分～11時30分

○内　容　ミッキーマウスと愉快な
仲間たち、ちひろの四季、力太郎

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆大道芸人になろう
○と　き　11月21日、28日、12月５
日、12日、19日いずれも日曜日、
12月25日（土）午前10時～正午
（全６回）
○内　容　パントマイムを学び、ピ
エロの化粧をして最終回のクリス
マス会で発表する

○対　象　小学４年生～成人
○定　員　30人（先着順）
○参加費　300円（材料代）
○申込方法　11月20日（土）までに
直接・電話・ファクスで同センター
へ

◆ハッピークリスマス～ミニリース
を作ろう

○と　き　12月18日（土）午前10時
～正午

○内　容　クリスマスの飾りとして
ミニリースを作る

○対　象　小学生
○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　500円（材料代）
○持ち物　筆記用具、タオル、作品
を入れる袋

○申込方法　往復はがきに氏名、学
年、住所、電話番号を記入し、
「ハッピークリスマス参加希望」
と明記の上、11月26日（金）（消
印有効）までに〒228-0023立野台
１－１－４青少年センターあて郵送
※はがき１枚につき二人まで申し
込みできます。

◆としょかんクリスマス会
○と　き　12月４日（土）午後２時
～３時30分

○内　容　クリスマスのおはなし会
など

○出　演　おなはしサークル「ひろ
ば」

○対　象　幼児～小学生
○定　員　50人（先着順）
○申込方法　11月17日（水）午前９
時～直接・電話で同館へ

○スコーレ「お母さんの学習会」
▽とき＝11月24日（水）午前10時～
11時30分▽ところ＝サニープレイス
座間３階講習室▽テーマ＝気付いて

布輸送費募金92668円が集まりまし
た。多くの皆さんのご協力ありがと
うございました。▽問い合わせ先＝
よもぎの会�046（251）5184（高木）
○「女性の人権ホットライン」特設
電話相談

▽とき＝11月21日（日）午前10時～
午後５時▽内容＝夫やパートナーか
らの暴力、職場などにおけるセクシ
ュアルハラスメント、ストーカー行
為などに関する女性の人権相談▽担
当者＝県人権擁護委員連合会所属の
人権擁護委員▽費用=無料▽電話番
号＝特設�045（663）9751常設�045
（212）4364
○障害者の人権110番
▽とき＝12月９日（木）午前10時～
午後４時▽内容＝横浜弁護士会所属
の弁護士による、障害者の人権に関
するさまざまな問題について法律相
談▽費用＝無料▽相談受付先＝�
045（663）4167 �045（663）4593
○県央・県北地区高等学校定時制・
通信制「芸術作品展」
▽とき＝11月16日（火）～22日（月）
午前10時～午後６時（22日は午後２
時まで）▽ところ＝厚木市市民ギャ
ラリー▽内容＝定時制・通信制高校
に通う生徒の作品展示▽問い合わせ
先＝県立津久井高校�042（784）7368
（岩波）
○ボーイスカウト座間第２団団員募
集説明会

▽とき＝12月５日（日）午後１時～
３時▽ところ＝北地区文化センター
▽対象＝相武台東・相模野・相模が
丘小学校区の幼稚園・保育園年長以
上▽問い合わせ先＝�046（251）2370
（原）
○自然教室「虫めがねを持って探検」
▽とき＝12月11日（土）午前９時30
分～午後０時30分▽ところ＝秦野ビ
ジターセンター(秦野市堀山下1513)
▽内容＝名探偵のように虫めがねを
持って、同センター周辺を探検する
▽対象＝４才～小学生とその保護者
▽定員＝20人（多数抽選）▽参加費
＝300円▽申込方法＝11月27日（土）
までに参加者全員の氏名・年齢・住
所・電話番号を記入の上、往復はが
きで郵送（〒259-1304秦野市堀山下
1513県立秦野ビジターセンターあ
て）またはファクス(�0463（87）
9311)、電子メール（hadano -
vc@kanagawa-park.or.jp）で県
立秦野ビジターセンターへ▽問い合
わせ先＝同センター�0463（87）9300
○産業教育120年
第８回県産業教育フェア

▽とき＝11月20日（土）正午～午後
５時、21日（日）午前10時～午後４
時▽ところ＝横浜新都市ビル9階新
都市ホール（横浜市西区高島２-18-
1）▽内容＝農業・工業・商業・水
産・家庭・看護・福祉に関する専門
高校で学ぶ生徒による学習成果の発
表や展示、インターシップの報告な
ど▽入場＝自由▽問い合わせ先＝神
奈川工業高校�045（491）9461
○新潟県中越地震
支援チャリティーコンサート

▽とき＝11月16日（火）午後７時～
▽ところ＝東京オペラシティコンサ
ートホール（新宿区西新宿３-20-２）
▽内容＝ベートーベン交響曲第５番
八短調作品67「運命」など▽出演＝
ＢＢＣフィルハーモニック管弦楽団
▽入場料＝2000円▽問い合わせ先＝
“がんばれ新潟！” 新潟県中越地震
支援チャリティーコンサート実行委
員会�03（5467）0081

案     内�案     内�

ますか？子どもたちのSOS▽定
員＝先着20人▽参加費＝無料▽保
育＝あり（要予約）▽申込方法＝電
話・ファクスで��046（253）3505
（石田）へ
○ザマ・スキーフェスティバル
▽とき＝11月27日（土）午後６時30
分～９時▽ところ＝総合福祉センタ
ー多目的室▽内容＝スキー映画上
映、スキー用品などが当たる抽選会
（抽選券１枚500円、当日会場で受け
付け）▽問い合わせ先＝市スキー協
会�046（253）9983（星野）
○市民スキー大会
▽とき＝平成17年１月29日（土）～
30日（日）▽ところ＝新潟県八海山
麓スキー場▽内容＝①ジュニア組
（小学生）②少年組（中学・高校生）
③女子・壮年・成年組▽種目＝大回
転・回転競技▽対象＝市内在住・在
勤者、協会登録者▽参加費＝①1000
円②1500円③2000円（傷害保険料を
含む。宿泊代、交通費は別途自己負
担）▽問い合わせ先＝市スキー協会
�046（253）9983（星野）
○講演会
「学齢期の子供たちへの支援」

▽とき＝11月28日（日）午後１時～
３時▽ところ＝サニープレイス座間
多目的ホール▽内容＝自閉症児が将
来まちで生きる大人になるために、
成長する学齢期をどのように過ごす
べきか考える▽講師＝県立総合教育
センター教育相談部長　中田正敏さ
ん▽定員＝100人（先着順）▽参加
費＝1000円▽申込方法＝11月19日
（金）までに電話か、氏名・住所・
職業・電話番号を記入の上ファクス
で、県央地区自閉症児者親の会（座
間やまびこ）��046（257）1163（崎広）
へ
○ベルホーム作品展示会
▽とき＝11月15日（月）～20日（土）
午前10時30分～午後3時▽ところ＝
特別養護老人ホームベルホーム▽入
場＝自由▽問い合わせ先＝同ホーム
�046（257）1121
※バザーはありません。
○小松原フリーマーケット
▽とき＝11月27日（土）午前10時～
午後１時（雨天中止）▽ところ＝身
体障害者総合福祉施設アガペセンタ
ー駐車場▽内容＝日用品、雑貨、衣
類などの販売。エコ肥料の無料配布
あり（出店者を１ブース1000円で募
集。食物の販売は不可。要事前登録）
▽問い合わせ先＝同センターフリー
マーケット事務局�046（254）7111
（松田）
※来場には公共交通機関を。
○相模野女声合唱団公開練習
▽とき＝11月24日（水）午前10時～
正午▽ところ＝相模原市立大野南公
民館大会議室▽内容＝クリスマスキ
ャロルを一緒に歌いませんか▽問い
合わせ先＝�042（736）9850（白井）
○家庭教育公開講演会
～輝かそう子供のいのち

▽とき＝12月４日（土）午後１時30
分～４時▽ところ＝海老名市文化会
館大ホール（海老名市上郷476-２）
▽講師＝東京家庭教育研究所　丸山
貴代さん▽定員＝1100人▽参加費＝
無料▽申込方法＝当日直接会場へ▽
問い合わせ先＝大和家庭教育研究会
�090（1557）9176（菊池）
○アフリカへ毛布を送る運動・座間
一日の温度差の激しいアフリカで

は、一枚の毛布が命を守ります。先
日、不要になった毛布などの提供を
呼び掛けたところ、毛布123枚、毛

家屋を取り壊したときは連絡を

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

国民健康保険基本健診を
受診しましょう

暖房器具の取扱いにご注意を！

市内の交通事故件数

16年�

15年�

増減�

718�

738�

－20

7�

1�

＋6

857�

877�

－20

件数� 死者� 負傷者�

市内の消防・救急車出動件数

16年�

15年�

増減�

20�

18�

＋2

188�

163�

＋25

356�

354�

＋2

3614�

3535�

＋79

10月�１月～10月�10月�１月～10月�

消防車� 救急車�

消費生活展「見直そう、暮らし
と環境～今私たちができること」

消費生活講座

人権問題講座
青少年犯罪から、人権を考える

パート・労働なんでも相談会

高齢者世帯の住み替え相談会

痴
ち

呆
ほう

を予防しましょう
～頭と体いつまでも元気に!!

ボランティア講座

高相地区地域婦人団体
連絡協議会研究集会

～共に生きる社会を目指して

青少年芸術祭
人形劇部門公演

市青少年健全育成大会　
～ともに歩もう願いは一つ　
家庭・地域と青少年

障害者スポーツ教室

第４回にこにこフェスティバル

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

年末調整説明会

市民芸術祭
～展示部門の日程を訂正
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松平
まつだいら

和
かず

樹
き

ちゃん
H15. 8 .18生まれ　男
緑ケ丘 1 丁目

畑
はた

瀬
せ

優
ゆう

美
み

ちゃん
H15.11.19生まれ　女
相模が丘 3 丁目

依田
よ だ

若
わか

菜
な

ちゃん
H16. 1 .13生まれ　女
栗原

阿部
あ べ

壱晟
いっせい

ちゃん
H15.11.29生まれ　男
緑ケ丘 1 丁目

市
と
市
統
計
調
査
員
協
議
会

で
は
、
小
・
中
学
生
に
統
計
調

査
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
毎
年
「
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

十
七
回
目
と
な
る
今
回
も
、

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
九
十
三

点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
各
作
品
と
も
観
察
記
録
や

資
料
集
め
の
努
力
の
成
果
が
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
色
彩
豊
か
な

グ
ラ
フ
に
見
事
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。

第二部特選　三友かんなさんの作品
「図書館へ行こう」

第一部特選　武田愛奈さんの作品
「ならいごと何している？」

第四部特選　加藤茜さんの作品
「こころをつなぐボランティア」

第三部特選　石田達丈さんの作品
「僕の家族が食べるお米は

田んぼの面積どのくらい？」

入
賞
し
た
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

※
市
統
計
調
査
員
協
議
会
奨
励

賞
お
よ
び
奨
励
賞
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
第
一
部（
小
学
一
・
二
年
生
）

▽
特
選
＝
武
田
愛
奈
（
ひ
ば

り
が
丘
小
二
年
）
▽
入
選
＝

川
上
令
央
（
入
谷
小
二
年
）

▽
佳
作
＝
土
橋
智
仁
（
立
野

台
小
一
年
）

○
第
二
部（
小
学
三
・
四
年
生
）

▽
特
選
＝
三
友
か
ん
な
（
相

武
台
東
小
四
年
）
▽
入
選
＝

伊
藤
遼
太
郎（
栗
原
小
三
年
）

▽
佳
作
＝
角
田
彩
（
相
武
台

東
小
四
年
）

○
第
三
部（
小
学
五
・
六
年
生
）

▽
特
選
＝
石
田
達
丈
（
旭
小

五
年
）
▽
入
選
＝
杉
本
朱
理

（
相
武
台
東
小
五
年
）
▽
佳

作
＝
西
彩
花（
入
谷
小
六
年
）

○
第
四
部（
中
学
生
）

▽
特
選
＝
加
藤
茜
（
相
模
中

一
年
）
▽
入
選
＝
三
友
ゆ
う

り
（
座
間
中
三
年
）
▽
佳

作
＝
岩
堀
慧
太（
西
中
一
年
）

担
当

企
画
政
策
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

上記で紹介した入賞作品（各部佳作まで）を展示します。この夏、小・中

学生が考え、感じて、調べた成果をどうぞご覧ください。

○と　き　11月22日（月）～12月３日（金）午前８時30分～午後５時（土曜・

日曜日、祝日を除く）

○ところ　市役所1階市民ホール　

市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
に
先
立
ち
実
施
さ
れ
た
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
次
の
皆
さ
ん
が

入
賞
し
ま
し
た
。矢嶋紗也加さんの作品

「あなたの心は何色信号？」

○
第
一
部
（
小
学
一
・
二

年
生
）

▽
ア
ー
ル
・
エ
フ
・
ラ
ジ

オ
日
本
賞
＝
小
野
愛
美
さ

ん
（
相
模
野
小
二
年
）

○
第
三
部
（
小
学
五
・
六

年
生
）

▽
佳
作
＝
矢
嶋
紗
也
加
さ

ん
（
ひ
ば
り
が
丘
小
六
年
）

当
市
か
ら
は
、
昨
年
の

加
藤
茜
さ
ん
（
当
時
相
模

が
丘
小
六
年
）
に
続
い
て
、

二
年
連
続
の
入
賞
と
な
り

ま
す
。

小
野
さ
ん
と
矢
嶋
さ
ん

は
、
十
一
月
二
十
七
日
に

開
催
さ
れ
る
「
神
奈
川
県

統
計
大
会
」
で
表
彰
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
も
多
く
の
力
作
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

担
当

企
画
政
策
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

小野愛美さんの作品
「ティッシュペーパー
たくさんつかってるね」

綾瀬市寺尾・小園地内の東名高速道路をまたぐ「寺小橋」の架け
替え工事に伴い、下図のとおり通行規制が実施されます。ご不便を
お掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
○と　き　12月４日（土）午後３時～５日（日）午前９時
※荒天の場合は翌日に順延

○問い合わせ先　県厚木土木事務所道路都市課　�046（223）1711
内線242～４

担当 用地課　�046（252）8537 �046（255）3550

寺尾台�

市
道
３
２
５
号
線�

市道12号線�
光綾公園�

東名高速道路�進入禁止�

市民スポーツ�
センター入口�

県道横浜厚木線�

座間方面�

東京方面�名古屋方面�

藤沢方面�

冨士見会館�

綾瀬郵便局�

さがみ野駅�

冨士見会館�

かし
わ台
駅�

相
模
鉄
道
本
線
�

相模大塚駅�

東罐興業�

熊
倉�

整
形
外
科
病
院�

コンビニエンス�
ストア�

綾北小学校�

県
道
藤
沢
座
間
厚
木
線�

進入禁止区域�

通行規制区域�

迂 回 経 路 �

都
市
計
画
道
路�

　
　
寺
尾
上
土
棚
線�

県道横浜
厚木線�

小
田
急
小
田
原
線
�

JR
相
模
線
�

海老名駅� 県
道
藤
沢
座
間
厚
木
線
�

東
名
高
速
道
路
�

　綾瀬市役所�

市
道
325号

線
�

市道
12号
線�

工事箇所�

寺
尾
上
土
棚
線

寺
尾
上
土
棚
線
�

寺
尾
上
土
棚
線
�

こ
ん
に
ち
は 

第
17
回
統
計

回
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル�

　
　
　
　
　
　
入
賞
作
品
発
表

　
　
　
　
　
　
入
賞
作
品
発
表�
第
17
回
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル�

　
　
　
　
　
　
入
賞
作
品
発
表�

綾瀬「寺小橋」架け替え工事による�
通行規制のお知らせとお願い�
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